




































































れた（別表 1 ）。執筆者を見ていくと、西村幸夫のものが単著 2 件と共著 2 件、熊倉洋介が単著
3 件、秋元馨と石井菜生がそれぞれ単著 2 件、窪田亜矢が共著（窪田が筆頭、西村幸夫と共著）2


















年 筆頭著者 共著者 1 共著者 2 論　文　名
1985 藤田治彦 — —
シンメトリーとイレギュラリティー 第Ⅱ部 イレギュラー・シ
ンメトリーの展開：19世紀アメリカ建築の構成的課題
1985 松本光平 — — 住宅保証制度の研究：アメリカ合衆国の制度
1985 河辺　聡 — —
18世紀イギリス建築家の職業経歴に見られる職種について：ア
メリカ折衷主義建築に関する研究
1992 熊倉洋介 — —
アメリカのインターナショナル・スタイルの多層建築に関する
意匠論的研究




1993 熊倉洋介 — — アメリカの工場建築の造形手法
1993 熊倉洋介 — —
アメリカの住宅建築におけるインターナショナル・スタイルの
形成過程に関する研究













2001 窪田亜矢 西村幸夫 —
アメリカ合衆国におけるヒストリック・ディストリクト制度の
法的論拠の確立に関する研究
2001 窪田亜矢 西村幸夫 —
アメリカ合衆国におけるヒストリック・ディストリクト制度の
現状の法的論点に対する考察
2001 渡辺民代 塩崎賢明 —
アメリカのコミュニティ・デザイン・センターに関する研究：
歴史的発展過程と組織状況
2001 奥田孝次 川崎　清 —
アメリカ合衆国におけるベントン・マッカイの地域思想の分析
に対する研究：地域計画の業績とその思想
2003 小林正美 — —
アメリカの連棟式都市型住居の対ポロジー研究（その 1 ）：平面
形式の分析について
2004 近藤民代 — —
イギリスのコミュニティ技術援助組織の歴史的展開と活動実
態：アメリカのコミュニティ・デザイン・センターとの比較
2005 駒木定正 小林孝二 中渡憲彦
北海道における洋風住宅の平面計画について（明治 6 年〜17
年）：アメリカ・ニューイングランドから導入後の展開
2006 石井菜生 — —
アメリカの‘Housing’の変遷と日本の住居学における建築設
計計画学的思考の生成に関する考察






























































































　次に上記 3 章 1 項と同様に「カリフォルニア」をキーワードとして日本建築学会のデータ











































2000 那須　聖 村田　涼 八木幸二
内部空間との関係にみる近代住宅の外部空間の構成に関する研








2002 那須　聖 八木幸二 —
機能空間の連続による内部空間の連続性と住宅の開放性：南カ
リフォルニアにおける R.M. シンドラーと R.J. ノイトラの住宅
の比較を通して
2002 田川正毅 眞島二郎 野口孝博
米国・カリフォルニア環境質法における判例から見た環境情報
の公開をふまえた環境レヴューの建築計画における意味























































　次に上記 3 章 1 項と同様に「ロサンゼルス（ロサンジェルス）」、「ラスベガス（ラスヴェガス）」、
「建築様式」、「建築形式」、「1950」及び「1960」を入力し日本建築学会のデータベースで論文
集を検索した。「ロサンゼルス」による検索結果は 3 件、「ラスベガス」 0 件、「建築様式」 7
件、「建築形式」 8 件、「1950」 7 件、「1960」13件であった。
　「ロサンゼルス」で得られた 3 件のうち 1 件は上記「カリフォルニア」でも確認できた田川
らの論文である。他の 1 件はグレゴリー・エイン設計によるマー・ヴィスタ戸建集合住宅の住
まい方の現地調査で、残りの 1 件はロサンゼルス市の開発と住宅供給の手法に関するもので
あった。「建築様式」で得られた 7 件の研究対象のうち日本が 3 件、東南アジアが 2 件、朝鮮
と西洋古典主義が各 1 件ずつで、研究方法は様式の時代ごとの変遷を見るものや平面図、立面
図や壁面の細かな装飾等から様式の特徴を探るものであった。「建築形式」で得られた 8 件で
は日本が 4 件、中国、朝鮮、東南アジアとエジプトが各 1 件ずつであった。「1950」で得られ



































































































































































立新美術館、2013年 3 月20日〜 6 月 3 日、「ジョージ・ネルソン展　建築家・ライター・デザイナー・
教育者」目黒区美術館、2014年 7 月15日〜 9 月18日
（ 2 ）　ロバート・ヴェンチューリ他『ラスベガス』1978
（ 3 ）　特徴は、1. 直方体による構成、2. 水平性の強調、3. 面の平滑性、4. 無装飾性、の 4 つである。
（ 4 ）　造形手法として、1. ルーフテラス、2. 水平連続窓、3. コーナーウィンドウ、4. ピロティ、5. キャン
ティレバーの 5 つがあげられている。
（ 5 ）　当時の雑誌で主なものは“American Architect”，“Architectural Forum”，“Architectural Record”，
“Architecture”，“Journal of American Institute of Architects”の 5 誌で、主な文献はヴィンセント・ス
カーリー『アメリカの建築とアーバニズム　上・下』（1973）、レオナルド・ベネヴォロ『近代建築の歴
史』（1978）、ヘンリー・ラッセル・ヒッチコック、フィリップ・ジョンソン『インターナショナル・ス
タイル』（1978）である。
（ 6 ）　この建物は第14代ローマ皇帝ハドリアヌスの設計とされ、一見様々な形態の建築群が離散的に配さ
れているように見えるが、個々の建物は地形に合わせて配された複数の軸をにより屈折しながら繋ぎ合
わされる構成を持っている。そのため、建築物それぞれが独立した要素として知覚される一方、歩いて
視点が移動するのに伴い観照者の内面にはその複数の断片が統合され全体を認識する効果を持っている。
